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特
集

　教
育
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
こ
れ

か
ら
の
本
市
の
復
興
を
支
え
、

未
来
へ
飛
躍
す
る
子
ど
も
た
ち

の
人
材
育
成
に
関
す
る
姿
勢
と

展
望
を
示
す
も
の
で
す
。
ふ
る

さ
と
い
わ
き
の
力
強
い
復
興
に

向
け
、
今
後
の
教
育
行
政
の
目

指
す
べ
き
方
向
性
と
し
て
基
本

理
念
・
基
本
目
標
を
掲
げ
、
そ

の
具
現
化
の
た
め
、
「
守
る
」

「
支
え
る
」
「
伸
ば
す
」
の
三

つ
の
施
策
の
柱
に
沿
っ
て
、
各

種
施
策
を
展
開
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
。

　ま
た
、
平
成
二
十
四
年
九
月

に
策
定
し
た
「
学
校
の
あ
り

方
」
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
震

災
か
ら
の
教
育
環
境
の
復
旧
が

早
期
に
必
要
な
豊
間
・
田
人
地

区
で
先
行
し
て
取
り
組
み
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
豊
間
地
区
で

は
中
学
校
の
新
校
舎
を
小
学
校

に
併
設
す
る
こ
と
と
し
、
田
人

地
区
で
は
「
地
域
全
体
の
学

校
」
と
し
て
小
・
中
学
校
を
そ

れ
ぞ
れ
一
校
に
再
編
し
、
こ
の

四
月
か
ら
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

き
っ
て
い
ま
す
。

　さ
ら
に
、
多
様
化
す
る
教
育

課
題
に
組
織
横
断
的
に
取
り
組

む
た
め
、
「
経
済
教
育
」
「
公

民
館
の
あ
り
方
」
「
幼
児
教

育
」
の
三
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
検

討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　今
後
、
「
守
る
」
「
支
え

る
」
「
伸
ば
す
」
の
三
つ
の
施

策
の
柱
が
、
よ
り
広
が
り
を
持

つ
よ
う
、
「
つ
な
ぐ
」
と
い
う

観
点
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
視

し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　さ
ら
に
、
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
、
地
域
の
方
と
の
協
働

に
よ
る
「
学
び
の
場
」
を
土
曜

日
に
設
け
る
こ
と
を
検
討
す
る

と
と
も
に
、
平
成
三
十
二
年
に

開
催
さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
へ
の
出
場
を
夢
か
ら
実
現
に

つ
な
げ
る
た
め
、
指
導
者
育
成

な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　本市では、平成23年度末より、今後の教育が目指
すべき基本的方向性などを、教育メッセージとして
発表してきました。今般、新たに「いわきの復興に
向けた教育メッセージ（平成26年度に向けて）」を
策定しましたので、その概要をお知らせします。

こ
れ
ま
で
の
主
な

取
り
組
み

今
後
に
向
け
て

○
お
問
い
合
わ
せ

　教
育
政
策
課
企
画
係

　☎
22
・
7
5
4
1

いわきの復興に向けた教育メッセージ

地域で子どもたちを育てる（田人ふるさと塾）

いわきの復興に向けた教育メッセージ（平成26年度に向けて）　

「地域が人を育み、人が地域をつくる」という認識に基づき、子どもたちの発
達段階に応じた一貫した方針の下、学校、家庭、地域など様々な主体が連携し
ながら、子どもたちの心と体を育むための「豊かな土壌づくり」を進める

子どもたちの日常を取
り戻し、安全で安心で
きる教育環境を確保す
る

学校・家庭・地域が一
体となって子どもたち
の心と体を育てる

確かな学力と豊かな感
性・人間性を育み、生
きる力を醸成する

基本目標

基本理念

いわきを支え、日本を支え、
未来へ飛躍する人づくり

困難を乗り越え、自立して
社会を生き抜く人づくり

守る 支える 伸ばす

「生きる力」を育むために プロジェクトチームの
取組内容の磨き上げ

新たな取組

・学校施設耐震化事業
・学校給食共同調理場復旧
　事業　など

・被災児童生徒就学援助費
・いわき防災サマーキャン
　プ事業　など

・生徒会長サミット事業
・めざせオリンピック・
　トップアスリート養成
　事業　など

≪つなぐ≫

「生きる力」＝知・徳・体
のバランスのとれた力を育
むよう、既存事業との連携
を図りながら、事業を効果
的に展開

・地域協働による「学びの
　場」を土曜日に設けるこ
　とを検討
・オリンピック出場の夢を
　実現へとつなぐため、指
　導者を育成

組織・施策横断的な課題へ
の取り組み

３つの柱の「つながり」を重視し、各施策の効果を
これまで以上に大きく広がりのあるものにする

　市
で
は
、
出
産
を
奨
励
し
、

祝
福
す
る
と
と
も
に
、
出
産
に

係
る
経
済
的
な
負
担
を
軽
減
し

て
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み

育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を

整
備
す
る
た
め
、
四
月
か
ら
出

産
支
援
金
支
給
事
業
を
開
始
し

ま
し
た
〈
表
１
〉
。

　申
請
者
（
＝
受
給
資
格
者
）

名
義
の
預
金
通
帳
ま
た
は
カ
ー

ド
を
持
参
し
、
窓
口
〈
表
２
〉

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　支
給
要
件
の
審
査
を
行
っ
た

上
で
、
原
則
と
し
て
申
請
月
の

翌
月
二
十
日
（
土
・
日
曜
・
祝

日
の
場
合
は
そ
の
翌
平
日
）
に

指
定
口
座
へ
振
り
込
み
ま
す
。
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出
産
支
援
金
支
給
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た 

○
お
問
い
合
わ
せ

　
子
ど
も
家
庭
課

　
家
庭
支
援
係

　
☎
22
・
７
４
5
2

申
請
方
法

●平　　　　　　　　☎22-1163
●小名浜　　　　　　☎54-2111
●勿来・田人　　　　☎63-2111
●常磐・遠野　　　　☎43-2111
●内郷・好間・三和　☎27-8690
●四倉・久之浜大久　☎32-2114
●小川・川前　　　　☎83-1329

●遠野　　　　　☎89-2111
●好間　　　　　☎36-2221
●三和　　　　　☎86-2111
●田人　　　　　☎69-2111
●川前　　　　　☎84-2111
●久之浜・大久　☎82-2111

ご出産おめでとうございます。
新しい家族の誕生を祝うとともに、
お子様の健やかな成長を願って、
出産支援金を支給します。 

申 請 を
忘れずに

〜
平
成
26
年
４
月
以
降
に
出
生
し
た
お
子
さ
ん
を
持
つ
方
へ
〜

支
給
方
法

〈表１〉出産支援金支給の概要 

〈表２〉申請受付窓口(児童手当受付窓口と同じ) 

平成26年４月１日以後の出生によ
り、本市の住民基本台帳に記載さ
れた出生児
※出生児の出生時点における住民
　基本台帳の記載が他市区町村の
　場合は、支給対象外となります。

出生児が出生した日現在に、市の
住民基本台帳に引き続き１年以上
記録されている父または母

支 給 対 象

受給資格者

出生児の出生した日から１年以内

・第１子　　　
　出生児一人につき50,000円
・第２子　　　
　出生児一人につき65,000円
・第３子以降　
　出生児一人につき80,000円
※出生順は、国内に住所を有する、
　18歳に達する日以降の最初の３
　月31日までの児童のうち、申請
　者が養育している児童で数えま
　す。

申 請 期 限

支　給　額

支
　給
　要
　件

地区保健福祉センター 下記の支所市民福祉係


